
貼って手当てすることの良さを伝える

久光製薬株式会社

2013年7月10日

このプレゼンテーション資料には将来の見通しが含まれています。
これらの見通しや意見は、社内資料やその他の信頼するに足りると思
われる資料をもとに作成していますが、将来の業績を保証するもので
はありません。よって、実際の売上高や利益等は、ここに記載されて
いる内容と異なる場合があることをご承知おきください。

2014年2月期第1四半期の
営業状況について
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１．連結PL

2013年2月期
第1四半期実績

2014年2月期
第1四半期実績

前期比 連単倍率

売上高 34,670 37,065 +6.9% 1.20

売上原価 12,532 13,841 +10.4%

原価率 36.1% 37.3%

販管費 16,825 18,152 +7.9%

　広告費 3,093 3,428 +10.8%

　研究費 3,423 3,106 -9.3%

営業利益 5,313 5,071 -4.5% 0.75

経常利益 6,621 6,720 +1.5% 0.95

当期純利益 3,613 7,514 +108.0% 0.96

単位：百万円
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２．主な差異内容（対前期）

2013年2月期
第1四半期実績

2014年2月期
第1四半期実績

前期差異 主な差異理由

売上高 34,670 37,065 +2,395

　医薬事業部 24,659 23,485 -1,174 ・[前期] 薬価改定前買控え反動増

　薬粧事業部 3,790 5,887 +2,097 ・新商品および主力商品の売上増加

　国際事業部 1,021 1,474 +453 ・主力商品の売上増加

　Noven社    3,223 3,868 +645 ・為替の影響、主力商品の売上増加

　その他  1,977 2,351 +374 ・海外子会社における売上増加

売上原価 12,532 13,841 +1,309

原価率 36.1% 37.3% +1.2%

販管費 16,825 18,152 +1,327 ・主にNoven社での費用増加

営業利益 5,313 5,071 -242

営業外収支 1,308 1,648 +340 ・為替差益

経常利益 6,621 6,720 +99

特別収支 -389 5,082 +5,471 ・販売権許諾料

当期純利益 3,613 7,514 +3,901

・売上高の伸長
・売上構成の変化

単位：百万円
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３．個別PL 

2013年2月期
第1四半期実績

2014年2月期
第1四半期実績

前期比

売上高 29,470 30,848 +4.7%
　医薬事業部 24,659 23,485 -4.8%
　薬粧事業部 3,790 5,887 +55.3%
　国際事業部 1,021 1,474 +44.4%
売上原価 9,687 10,591 +9.3%

原価率 32.9% 34.3%
販管費 13,829 13,469 -2.6%
　広告費 2,895 2,710 -6.4%
　研究費 2,639 2,216 -16.0%
営業利益 5,954 6,786 +14.0%
経常利益 6,065 7,149 +17.9%
当期純利益 3,408 7,798 +128.8%

単位：百万円
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2013年2月期
第1四半期実績

2014年2月期
第1四半期実績

前期比
2013年2月期

第1四半期実績
2014年2月期

第1四半期実績
前期比

売上高 3,223 3,868 +20.0% 40,416 41,795 +3.4%

　Daytrana群 1,356 1,665 +22.8% 17,012 17,987 +5.7%
　Vivelle-Dot群 1,071 1,204 +12.4% 13,439 13,010 -3.2%
　Minivelle - 178 - - 1,923 -
　Noven Therapeutics群 418 370 -11.5% 5,249 4,005 -23.7%
　その他製品群 378 451 +19.3% 4,716 4,870 +3.3%
売上原価 1,842 2,073 +12.5% 23,107 22,396 -3.1%

原価率 57.2% 53.6% 57.2% 53.6%
販管費 2,031 3,575 +76.0% 25,467 38,626 +51.7%
　研究開発費 687 893 +30.0% 8,622 9,650 +11.9%
　その他 1,343 2,682 +99.7% 16,845 28,976 +72.0%
営業利益 -650 -1,779 - -8,159 -19,227 -
営業外収支 1,244 1,582 +27.2% 15,608 17,097 +9.5%
　Novogyne持分利益 1,649 2,278 +38.1% 20,686 24,614 +19.0%
　Novogyne持分価値償却 -407 -826 - -5,111 -8,927 -
経常利益 594 -197 - 7,449 -2,130 -
当期純利益 445 86 -80.7% 5 ,586 930 -83.4%

為替レート（USD） 79.75円 92.57円

単位：百万円

４．Noven社PL 

単位：千USドル

※Noven Therapeutics群とは、Pexeva , Lithobid , Stavzor の３製品です。
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単位：百万円

５．主要商品別売上高

2013年2月期
第1四半期実績

2014年2月期
第1四半期実績

前期比

モーラステープ群 19,515 18,515 -5.1%

モーラスパップ群 2,038 1,726 -15.3%

フェントステープ 883 836 -5.3%

ノルスパンテープ 257 439 +70.8%

ナボール群 391 373 -4.6%

エストラーナテープ 316 318 +0.6%

Daytrana群 1,356 1,665 +22.8%

Vivelle-Dot群 1,071 1,204 +12.4%

Minivelle - 178 -

Noven Therapeutics群 418 370 -11.5%

サロンパス群 1,113 1,491 +34.0%

アレグラ ＦＸ - 1,183 -

ブテナロック群 816 1,112 +36.3%

サロンシップ群 655 873 +33.3%

フェイタス群 599 771 +28.7%

エアーサロンパス群 441 420 -4.8%

医
療
用

医
薬
品

一
般
用

医
薬
品
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ﾊﾟｯﾌﾟ剤

ﾃｰﾌﾟ剤

‘97.9月 健保法改正

‘02.10月 高齢者
1割負担

‘06.10月 高所得高齢者
3割負担

６．国内医療用第２世代貼付剤 市場動向 枚数ベース

枚数ベース 5,918百万枚（前期比101.1％）

テープ剤市場は拡大傾向が継続
テープ剤73.5% ： パップ剤26.5%

※前年同期 テープ剤70.5%、パップ剤29.5%

薬価ベース 184,176百万円（前期比100.6％）
テープ剤79.8% ： パップ剤20.2%

（百万枚）

出典：Copyright 2013 IMSジャパン㈱「JPM データ期間(～’13年5月)」をもとに作成 *無許可転載禁止
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ﾓｰﾗｽﾃｰﾌﾟ群

ﾓｰﾗｽﾊﾟｯﾌﾟ群

７．国内医療用第２世代貼付剤 シェア推移

ﾓｰﾗｽﾃｰﾌﾟ群
2012年5月43.2% → 2013年5月43.4%

ﾓｰﾗｽﾊﾟｯﾌﾟ群
2012年5月5.3% → 2013年5月4.9%

モーラステープ群 ＋ モーラスパップ群
2012年5月 48.5％ → 2013年5月 48.2％

薬価ベース

出典：Copyright 2013 IMSジャパン㈱「JPM データ期間(～’13年5月)」をもとに作成 *無許可転載禁止

※今回のデータより構成品目を再定義しているため、前回までのデータに比べて始点とシェア数値が変更されています。
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８．ネオキシ®テープ７３．５ｍｇ：概要

59.9㎜

59.9㎜

発売日：２０１３年６月２７日

用法用量：１日１回

薬価：１８９．４０円／1枚

販売：久光製薬 ・ 旭化成ファーマ

主な特徴：
・経皮吸収型過活動膀胱治療剤
・既存の経口抗コリン薬と同程度の効果
・口内乾燥、便秘などの副作用の低減

より多くの患者さんに使用することが可能

・経口薬で副作用が発現した患者さん

・経口摂取が困難な患者さん など

貼って手当てすることの良さを伝える
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９．研究開発パイプライン

※黄色箇所 ： 前回（2013年4月11日）説明スライドからの変更箇所。

ステージ テーマ名 対象 剤型 対象疾患名 次のステップ

承認
Ｂｒｉｓｄｅｌｌｅ
（ＬＤＭＰ）

米 経口剤 血管運動症状(Ｈｏｔ Ｆｌａｓｈ)
２０１３年11月

発売予定

申請中 ＨＰ-１０１０ 米 貼付剤 帯状疱疹後の神経疼痛 非開示

申請中 ＨＰ-１０３０ 米 貼付剤 アルツハイマー型認知症 非開示

申請準備中
ＨＦＴ-２９０

（フェントステープ効能追加）
日 貼付剤 非がん性慢性疼痛

２０１３年度
申請予定

フェーズ２ ＡＴＳ 米 貼付剤 注意欠陥多動性障害(ＡＤＨＤ)
２０１３年度

フェーズ３開始予定

フェーズ２ ＨＰ-３０００ 日 貼付剤 パーキンソン病
２０１５年度

フェーズ３開始予定

フェーズ２ ＨＰ-３０６０ 日 貼付剤 アレルギー性鼻炎
２０１４年度

フェーズ３開始予定
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１０．Ｂｒｉｓｄｅｌｌｅ （ブリスデル）：概要TM 

■特徴
・ＦＤＡから承認を受けた閉経期の血管運動症状（ＶＭＳ）に対する、唯一かつ初の非ホルモン療法薬

■発売およびマーケティング
・Ｎｏｖｅｎ Ｔｈｅｒａｐｅｕｔｉｃｓ Ｗｏｍｅｎ‘ｓ Ｈｅａｌｔｈ Ｕｎｉｔを通じて、2013年11月に発売を開始する予定

・適時適切なリソースを提供する予定（ＤＴＣ、啓発プログラム等）

■用法用量
・１日１回就寝時に１カプセル（パロキセチンメシル酸塩７．５ｍｇ）を服用

■効能効果
・閉経に伴う中等度から高度のＶＭＳの軽減（頻度および重症度の低減）

※ＦＤＡによるＶＭＳの重症度の定義

・軽 度ＶＭＳ：発汗を伴わないほてりがある

・中等度ＶＭＳ：発汗を伴うほてりはあるが、活動を継続することができる

・高 度ＶＭＳ：発汗を伴うほてりがあり、活動を継続することができない

約２,４００万人

・ホルモン療法

・上記以外の方法
抗うつ薬（適応外使用）
一般用医薬品
ハーブ系サプリメント など

未治療
約１,６００万人

治 療
約８００万人
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１１．Noven社①：概要

事業所

本社・工場
工場
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Fentanyl Transdermal System

①Women’s Health Unit を新設・・・MRをNovogyne社から移管

②Minivelleを2013年1月2日から販売開始

１２．Noven社②：最近の動向と主な商品

・更年期障害
*世界最小の経皮治療薬
*Vivelle-Dotからの切替促進

・注意欠陥多動性障害（ADHD）
*唯一のADHD経皮治療薬
*剥離不良の解消

Noven
Therapeutics
群

・更年期障害

・うつ病
・パニック障害

・双極性障害

・双極性障害
・片頭痛

自社販売

合弁会社

導 出

Vivelle-Dot® ・更年期障害

・慢性疼痛

※Novartis社との合弁会社

Women’s
Health

Unit

CNS

Unit

HP-1010 

HP-1030 

※販売：Upsher-Smith Laboratories,Inc.

ATS

研究開発
パイプライン
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世界の人々のQOL向上を目指す

2014年2月期第1四半期の営業状況について

2013年7月10日

久光製薬株式会社


